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＜医師募集＞

　　公益社団法人有隣厚生会　東部病院　（６０床）

公益社団法人有隣厚生会

富 士 病 院
病院長　若林庸道

　　内科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、外科、大腸・肛門外科、整形外科

　　泌尿器科、小児科、皮膚科、婦人科、眼科、心臓血管外科、腎臓内科、透析内科

　　糖尿病内科、麻酔科、ペインクリニック内科、リハビリテーション科、放射線科

　　良い病院ですので一度ご連絡を！

　　公益社団法人有隣厚生会　訪問看護ステーション“ごてんば”

　　公益社団法人有隣厚生会　グループホーム“ごてんば”

　　当院は、静岡県東部にある公益法人が運営する一般病院です。

　　霊峰富士山の麓御殿場市の中心地にあり地域の急性期医療を

　　担っています。平成２６年１月増改築工事完了、新しい環境で

　　最新の医療提供にスタッフ一同励んでおります。

　　脳神経内科、脳神経外科

　　〒４１２－００４３　静岡県御殿場市新橋１７８４

　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ：０５５０－８３－３３３３

　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：０５５０－８３－４８３５

　　公益社団法人有隣厚生会　富士小山病院　（９９床）
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現代医療　西の難病　東で救援
一般社団法人老人病研究会会長 川並　汪一

一般社団法人老人病研究会は、会員諸氏からの変わらぬご支援を賜り運営で

きております。ここにあらためて厚く御礼申し上げます。

さて、今年度の運営に関する方向性について概略をご紹介いたします。

〔1〕 高齢社会の医療・鍼灸・介護の連携強化

学校法人日本医科大学、後藤学園・敬心学園・呉竹学園そして株式会社舞

浜倶楽部から格別のご高配を頂き、認知症 Gold-QPD 育成講座も合計 7 回を

終了しました。今回の特徴の一つは若手医師の参加があったことです。近い

将来、漢方教育を含めた医師用 Gold-QPD 育成プランも準備したいと心がけております。

過去 40 余年間、私は解剖学、光学・電子顕微鏡、分子・遺伝子解析法を用い難病解明に奮闘し

ました。結果として分かったことは、先端医療による積極的侵襲治療は思わぬほど重症副作用をも

たらすことです。その時医師は、患者さんに我慢を強いて目をつぶります。また、病気には難病と

しての心の病
���

や原因不明の不治の難病がありそのほとんどに的確な治療法が無いこと、そして医

師は、「仕方ない」として放置してしまうのが医療界の現実です。

〔2〕東西融合医療の推進

鍼灸・漢方による治療は、西洋医学の細胞顕微鏡レベルと一線を画し、患者さんの五臓六腑（心

身一如）を調整する医療です。漢方生薬と経絡の鍼灸刺激は、身体を内外から活性化する誘因とな

り、西洋医学で考えられない治療効果を発揮します。

東洋医学をハンドボールに例えれば、西洋医学はサッカー競技と云えるほど東西医療のルール

は大きく異なります。しかしボールをポストインさせ得点を得ること、即ち病気の治療をするとい

う目的は全く同じです。東洋医学（中国伝統医学）は、西洋医学がそうあるように、複雑なまでに

整理統合された陰陽五行の理論的医学哲学です。病気を治すためならサッカーとハンドボールの

両ルールを併用すれば期待以上の得点を稼ぐことは明白でしょう。

その意味から、私は東西の医療を包括的に提供する仕組みを模索してゆきたいと思います。高齢

社会では、いずれどなたも老年症候群に悩まされ、がんや認知症に進む方もおられるでしょう。医

学と医療の学徒には、ハンドボールもサッカーと同じく楽しめるスポーツであることを再認識し

てもらい、両競技のプレイヤーになって欲しいと願います。
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この講座は、老人病をテーマに、毎回病気の種類を
変えて、行っています。平成 27 年度は、２回開催さ
れました。一般市民を対象に、武蔵小杉地区だけにと
どまらず、川崎市や横浜地区からの参加があります。

講演者は、日本医科大学武蔵小杉病院の医療関係
者が中心です。老人病研究会のホームページには、よ
り詳細な要旨がアップされています。

第 24 回「健康の集い」報告

「高齢者の救命医療で大切なこと」

講演者
日本医科大学武蔵小杉病院教授 救命救急センター長

松田 潔先生
・日時：平成 27 年 7 月 12 日（日）14：00～16：00
・場所：富士通ユニオンビル

（武蔵小杉駅から徒歩３分）
・参加人数： 60 名
・協賛：株式会社 大塚製薬工場
・後援：日本医科大学武蔵小杉病院、川崎市医師会

（生涯教育認定講座）、小杉町１丁目町会、中
原区老人クラブ連合会

・武蔵小杉病院の救命救急センターは三次救急施設
に指定され、救命処置集中医療、複数の専門領域に
亘る治療を必要とする緊急性の高い重篤な患者に
対応できる患者に対応できる施設です。全国で 271
があります。

・救急車で搬入される患者様は、心筋梗塞や脳卒中
による心肺停止
や自殺や事故に
よる心肺停止や
内臓破裂など実
に様々です。

119 番 の 電
話で救急車の要
請の電話は、川崎

市消防局のセンターにかかり、そこから病院の指
定が行われます。、要請があれば、医師・循環器内
科医師、臨床工学士・看護スタッフなどが待機し、
集中治療にあたります。2013 年 10 月以降の一年間
に、当院に搬送された内因性院外心肺停止患者さ
んの数は 243 名。男性:女性は 133：110、平均年齢
74.7±16。そのうち致死性不整脈のより倒れた患者
さんの救命率は、92.3％で、全国平均の 68.1％を有
意に高い結果です。

心臓が止まっても諦めないあらゆる手段の治療
で患者を回復させます。蘇生技術として気管挿
管・気管切開、人工心肺装置、薬物投与、輸血、経
管栄養(高カロリー輸液)･胃瘻の造設などがありま
す。これらを使って生命維持をすることが出来ま
す。しかし、問題は植物状態になる危険も考えた上
で、救命医療、延命治療を望むかどうか、ご自身の
意思表明し、ご家族と話し合っておくことを強調
されました。

第 25 回「健康の集い」報告

「中高年者の目の病気・トラブル～白内障、緑内

障、加齢黄斑変性症～」

講演者
日本医科大学武蔵小杉病院　眼科部長

鈴木久晴先生
・日時：平成２7 年 7 月 12 日（日）14：00～16：00
・場所：富士通ユニオンビル

（武蔵小杉駅から徒歩３分）
・参加人数：85 名
・協賛：参天製薬株式会社
・後援：日本医科大学武蔵小杉病院、川崎市医師会
（生涯教育認定講座）、小杉町１丁目町会、中原区老
人クラブ連合会
川並先生が座長につかれ、鈴木先生を紹介しまし

た。若手の部長の職にありながら、研究熱心で論文発
表が多く、アメリカ･イギリスなどの諸外国の眼科学

老人病啓発活動報告

老人病啓発活動報告
公開講座“健康の集い”関係
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会で表彰をうけておられます。そんな中で、武蔵小杉
病院の診療を熱心にこなされています。特に白内障
については世界的なエキスパートでありますとのこ
とでした。

冒頭に目の構造を写真機に例えてわかりやすく解
説しました。水晶体がレンズで、網膜がフィルム。逆
さに写った像を視神経を通じて、脳で解析をすると
のこと。正視、近視、遠視、乱視の仕組みを解説しま
した。その他に老視があり、若い時はめがねが要らな
かったが、４０歳過ぎに手元の新聞が見えなくなっ
た、遠くを見てから近くを見るとぼやける症状です。
・目の病気について、５つにわけで、市民にも解りや
すく話されました。
1. 外眼部感染症：ドライアイ
2. 緑内障
3. 白内障：自覚症状は、霞んで見える･まぶしい･

明るいところで見にくい･めがねが合わなくな
る･二重三重に見えることなどです。白内障の手
術は著しく進歩しており、日帰り手術出来ます。
日本医大病院の眼科では、外来診療室の中に手

術室を設けています。小さな穴を開け、濁った水
晶体を吸引で取り除く、そこにレンズを挿入し
ます。レンズには４種類ぐらいあり、十分な対応
が可能です。

4. 糖尿病性網膜症
5. 加齢黄斑変性症
講演の後、10 人以上の方々から、質問が寄せられ、

鈴木先生は丁寧に答えられていました。
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ブロンズコース開催報告

◆日程：平成 27 年 10 月 24 日（土）8：20～12：00
10 月 25 日（日）9：00～16：30

◆場所：日本医科大学同窓会　「橘桜会館」ホール
◆受講生　医師１名、鍼灸師 30 名　計 31 名
（北海道 4 名、九州 5 名など全国から多くの方々が
参加されました）

1.　西洋医学系：24 日午前中のカリキュラム
Part 1　認知症：もの忘れ気づきのプロセス　　　

老人病研究会会長　川並汪一先生
Part 2　認知症の理解　アルツハイマー型認知症

老人病研究会会長　川並汪一先生
Part 3　うつ、せん妄、認知症終末期の現実と医学的

社会的課題
日本医科大学武蔵小杉病院精神科　岸　泰宏先生

Part 4　認知症の鑑別、原因疾患を見極める
日本医科大学神経･脳血管内科　

石渡明子先生
Part 5　薬物療法とインフォームドコンセント

日本医科大学神経･脳血管内科
石渡明子先生

2.　東洋医学系：25 日の午前・午後

・三焦鍼法の技術的標準化トレーニング
埼玉県鍼灸師会会長　河原　保裕先生
天津中医薬大学　　　韓　　景献先生　

・中医学理論（高齢者の生理･病理と老化のメカニズム）
老人病研究会常務理事　兵頭　　明先生

・中医学理論（認知症の弁証治療―代表的な中医鍼法治療）
東海大学大磯病院鍼灸治療室　高士　将典先生　　　　　　　

・認知症の常用穴、20 穴紹介とそれぞれの応用
老人病研究会常務理事　兵頭　　明先生

ブロンズコースの修了証授与

老人病研究会会長　川並　汪一先生

第 7 回認知症 Gold-QPD 育成講座の
実施報告

認知症Gold-QPD関係

岸 泰宏先生 石渡 明子先生

河原 保裕先生

修了証授与後の記念撮影
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シルバーコース開催報告

◆日程：平成 27 年 11 月 21 日（土） 9：20～16：30
11 月 22 日（日） 9：00～16：30

◆場所：第１日目　有料介護老人施設
（株）舞浜倶楽部（新浦安）

第２日目　学校法人後藤学園東京衛生学園
（大田区大森北）　

◆受講生　医師１名、鍼灸師 30 名　計 31 名
（北海道４名、九州５名など全国から多くの方々が
参加されました）

1.　高齢者の介護、接遇：カリキュラム（第一日目）
・舞浜倶楽部の介護の理念  舞浜倶楽部社長

グスタフ・ストランデル（老人病研究会理事）
・入居者への兵頭先生による認知症患者への施術見学

兵頭　明（老人病研究会常務理事）
・認知症ケアの実例　　舞浜倶楽部相談員 平塚美紀 
・施設の案内・見学

舞浜倶楽部 佐藤光男事務長
・少子高齢化社会と鍼灸師

廉隅紀明 老人病研究会常務理事
・入居者家族のお話し　　木村敦子様、佐川聖子様
・認知症のケアについて

舞浜倶楽部　勢司裕之、平塚美紀、
高橋公子、廉隅紀明

２.　認知症の鍼灸治療のトレーニング・カリキュラ
ム（第二日目）

・韓景献式認知症治療穴の取穴実技
兵頭　明 （老人病研究会常務理事）

・基本補瀉手技のチェック（捻転角度と速度）
渡辺明春(後藤学園中医臨床センター)

・認知症の評価検査：N-ADL と MMSE 検査の実習
川並汪一（老人病研究会会長）

・刺鍼実技（所定時間内での施術チェック）  
植松秀彰（牧田総合病院・牧田中医クリニック）

・三焦鍼法の治療の DVD 試写と解説
兵頭　明（老人病研究会常務理事）

・刺鍼実技標準化のための評価機器による施術評価
兵頭　明（老人病研究会常務理事）

渡辺明春(後藤学園中医臨床センター)
・シルバーコースの修了証授与、認定書授与

川並汪一（老人病研究会会長）     

入居者に施術中の
兵頭　明先生

入居者家族の話しと
交流風景

座学中 渡辺明春先生の
手技の指導
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◆日時：平成 27 年 10 月 24 日（土）14：00～17：00
◆場所：日本医科大学同窓会「橘桜会館」ホール
◆参加者：ブロンズコース参加者 31 名、

一般参加者 80 名　計 111 名

基調講演 1.　医学における鍼灸の役割と展望

（質疑応答）
坂本　歩先生

（東洋療法学校協会会長、呉竹学園理事長）
我が国の伝統医療の一つである鍼灸は、6 世紀頃に

伝来し、その後独自の発展を遂げてきたと考えられ
ている。そして少なくとも江戸時代までは、漢方とと
もに日本における正統医学として位置づけられてき
た。明治時代になって富国強兵に向けた施策があら
ゆる分野において布かれ、医療分野においても戦時
医療により適した西欧諸国の医学が取り入れられ、
日本の鍼灸は正統医学の地位を失うことになった。
しかしながら、先進諸国に共通した課題となってい
る慢性疾患の増加や超高齢社会における運動機能の
低下あるいは介護や在宅医療の諸問題に対し、西洋
医学一辺倒の医療体制では対応しきれない状況に直
面している。翻って、鍼灸医療はその特質から健康の
維持、向上ならびに疾病治療さらには QOL の向上に
も寄与することが期待されている。従って、現在の医
療の中に鍼灸を取り入れることの必要性は高いと思
量される。

一方、鍼灸のメカニズムに関する研究成果は数多
くなされているが、臨床
研究となると数種の症
状に対する評価しかな
く、鍼灸の守備範囲全般
を肯定できる検証は十
分ではない。それだけに
鍼灸の効果は国民にも

医療従事者にも十分に周知されていない。また、鍼灸
を現代医療と併療したときのシナジー効果という視
点も未だ不十分といえる。

今回の講演では、現在明らかになっている鍼灸医
療のエビデンスを紹介すると共に今後の我が国の医
療に鍼灸を如何に活用すべきかを私見として示され
ました。

基調講演２.　認知症予防と治療の三焦鍼法

～その最新情報と実技のデモンストレーション～
韓　景献先生

（天津中医学大学教授、中国鍼灸学会脳病科学
専門委員会 委員長）

韓教授は、三焦鍼法を開発した経緯を紹介した。ベ
ースには、老年者の健康長寿である。SAM マウス（早
老モデル）を用いた動物実験は、英文で発表してい
る。臨床研究では、脳や骨の加齢に伴う疾患で、幅広
く行われている。特に認知症では、脳血管性認知症や
アルツハイマー性認知賞の両方に充分な有用性が示さ
れている。又、最近の研究では、認知症治療薬のアリ
セプトと三焦鍼法との比較や併用結果も紹介された。

続いてボランティアに対して、三焦鍼法の施術の
デモンストレーションが行われた。110 名以上の参加
者に充分見学が出来るよう、ビデオが撮られ、大きな
スクリーンに映し出された。そのため、韓先生の鍼の
打ち方、捻転の仕方などを充分観ることが出来た。

第７回認知症公開講座セミナー
認知症予防と治療の三焦鍼法 

開催報告
認知症公開講座セミナー

坂本　歩先生 韓 景献先生
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1．街ぐるみ認知症相談センター支援事業
①第 11 回 認知症市民公開講座支援

◆場所：川崎市産業振興会館
◆日時：平成 27 年 2 月 13 日（土）13：30～16：00
◆テーマ：「若年認知症と共に歩む」
基調講演：認知省の医療ケア
藤本直規（藤本クリニック院長）
パネルディスカッション：若年認知症と智雄に歩む
パネリスト
・藤本　直規
・奥村　典子（藤本クリニック認知症専門

デイサービスセンター所長）
・熊切眞奈美（川崎市健康福祉局

地域包括ケア推進室課長）
・川西　智也（日本医科大学街ぐるみ認知症

相談センター　臨床心理士）
日本医科大学と川崎市が主催する市民公開講で

すが、当法人も後援しました。
黒川顕武蔵小杉病院院長の主催者挨拶の後、約

300 名の参会者で、有意義な講演活発にパネルディ
スカッションが行われました。当法人は、広報の支
援のほかに、当日の受付、会場案内整理等を行いま
した。

② センターにおける業務支援
・事務業務支援　　毎週 4 日間、４人の理事が交

代で認知症の早期発見の検査を手伝う。

・相談センター専門家会議、当日業務等
③ 地域活動における支援

地域でのイベントに参加し、認知症の早期発
見・啓発活動を行う
中原区民祭、中原区福祉祭、介護いきいきフェア
ー（川﨑市）、幸区民祭り等。

2.  書籍販売
「加齢と神経内科の病気の話」販売  8 冊

3．ホームページによる情報発信
・本会の活動状況はじめ認知症に関する情報の発信
・本会の年報の掲載
・関連先サイトへのリンク設定
4．年報発行

2015 年度版（第 37 号）600 部
会員はじめ関係者団体（専門学校、介護施設等）
関係学会開催時参加者等に配布

5．認知症 Gold-QPD 専門鍼灸師の紹介検索サイト
のアップ
Gold-QPD 鍼灸師サイトを掲載した（公表に同意し
た鍼灸師 49 名）ttp://gold-qpd.com/index.html
内容の分類

＊ 鍼灸による認知症の治療を受けた家族からの声
＊『三焦鍼法』の結果：毎施術報告
＊ Gold-QPD 履修概要

その他の事業

平成 27 年度　その他の事業
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6. 文部科学省委託事業成果報告会・シンポジウム
日　時 ： 平成 28 年 2 月 15 日　11：00～16：30
場　所 ： 私学会館　アルカディア
シンポジウム　座長：後藤修司

シンポジスト：川並　汪一
グスタフ　ストランデル
兵頭　　明
木村　敦子

参  加  者 ：
文部科学省生涯学習政策局　倉本　光正副室長
全日本鍼灸学会会長
学校法人後藤学園　　　　　後藤　修司理事長
全国専修学校各種学校総連合会会長
学校法人敬心学園　　　　　小林　光俊理事長

東洋療法学校協会会長
学校法人呉竹学園　　　　　坂本　歩理事長

参加者　合計 130 名
7.　東西融合医療セミナーの共催
趣旨：漢方と鍼灸の効果を西洋医学と比較しつつ討

論する会
対象：一般市民の方、医師、鍼灸師、薬剤師、医療ス

ペシャリスト
場所：新宿漢方クリニック（http://tcm-kampo.com）

（〒160-0022 東京都新宿区新宿 1-29-8 公衛ビル 3F）
第 1 回が平成 28 年３月 27 日（日）10 時～12：30

テーマは「花粉症と風邪など呼吸器の不調に漢方と
鍼灸」で開催されました。医師、鍼灸師、一般市民
など 15 名が参加されました。

9:00-12:30

16:00-19:00

P

TEL(044)877-3871  http://www.kunishima-iin.com

4
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I: 一般社団法人老人病研究会は本邦高齢者医療のパ

イオニア

老人病研究会は 1954 年の発足で、5 年後の 1959 年
に日本老年医学会が創設されました。これまで両団
体はそれぞれ「老人病医学の一般市民への貢献」と

「老年医学の医師への浸透」を主課題としてきまし
た。高度成長期には全国の大学病院に老年内科が設
置されたのはご承知の通りです。そして日本老年医
学会と関連学会は、「健康長寿診療ハンドブック」、

「高齢者に対する適切な医療提供の指針」、「高齢者の
安全な薬物療法ガイドライン 2015」など数々の好指
針を発行しております。

II: 高齢者医療には体の老化に随伴する心のケアが不

可欠

体重減少、疲れやすさ、活動低下、歩行速度の低下
を示す「フレイル」は要介護となる前段階の黄信号を
示唆します。その背景には筋肉量と筋力の低下「サル
コペニア」と、骨粗しょう症、変形性関節症などによ
る運動器症候群「ロコモティブシンドローム」があり
ます。高齢者に共通する四大障害として、認知能と生
活能の低下、摂食障害、嚥下障害、排せつ障害などに
どう対処するかも大きな課題です。一方、身体の老化
には必ず心の衰弱を伴います。

そのため認知障害、うつ症状、ADL, 栄養状態な
どを総合評価する「高齢者総合的機能評価」（CGA；
Comprehensive geriatric assessment）が定められた
ように、認知症や老年期うつ病の発症予防や緩和治
療は避けて通れません。つまり高齢者医療はトータ
ル医療であるが、対応する「根治医療」は難しい。代
わって「支える医療」が必要となります。

III: 明治 28 年の世界観を脱皮できない日本の医療界

現代医療は、ほぼ全面的に西洋医学の単独視点で

支えられています。それは明治 28 年の「医学は西洋
医学」体制への大転換の反映であり、医学界は特にそ
の信奉グループで運営されています。鍼灸関連学会
自身にもその呪縛が行き渡っており、そのため高齢
者医療界への積極果敢なアプローチには遠慮が働い
ているように見えます。

一般社団法人老人病研究会は、この 8 年間はもっ
ぱら鍼灸医療の神髄の追求に明け暮れてきました。
認知症 Gold-QPD 育成講座（詳細はほかの記事参照）
では、老年内科、神経内科、精神科を参画させた認知
症教育を取り入れました。昨年度までの文科省委託
事業では、リハビリ科、感染症内科それに救命救急医
学も取り入れた老年症候群全般にわたる教材を作成
しました。Gold-QPD 育成講座の主たる課題である中
医学健康長寿の三焦鍼法は、Gold-QPD 鍼灸師によっ
て認知症高齢者の緩和ケアと生活の質向上のため十
分に実践応用されつつあります。

IV: ホームドクターの鍼灸施術が高齢者医療をより

リッチにする

現在、日本老年医学会や国立長寿医療センターが
目指す課題は、「支える医療」にあるようです。しか
し、その手段は西洋医学的手段にほぼ限定されてお
り、それがまさに高齢者医療の明らかな限界を示唆
します。東洋医学（漢方と鍼灸）が高齢者医療の「支
える医療」に最適である事実は、むしろ一般の方々が
よく知っています。その鍼灸と漢方の効能をテコに、
われわれの医師仲間へはとくに広く深く周知活動を
進めるべきであると感じます。

第 8 回認知症 Gold-QPD 育成講座では、世界の先
端レベルの教育システムである MOOC(massive
open online course)の採用を心がけています（前項に
記載）。本来、鍼灸師育成講座であるこの教育講座に、
鍼灸施術未経験の医師を対象とした入門技術編と漢
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高齢者を本当に支える東西の融合医療

一般社団法人　老人病研究会会長　川並　汪一

老年内科、総合診療科、神経内科、整形外科、訪問診療ドクター諸先生方へ



方処方の解説講座を含む〔MD-Acup; MD エーカッ
プ〕(Medical Doctors’ Acupuncture) システムを構
築する準備も展開中です。老年内科、総合診療科、整
形外科、心療内科、訪問診療ドクターには是非ともこ
のコースを受講して頂きたい。自ら鍼灸施術を実践
することで、鍼灸(Acupuncture)の真価を本当に理解

して頂く絶好の機会となるからです。

明治の後ろ向き呪縛から一歩でも脱皮し、国際的
に広がる融合医療の新世界を目指す同志に集まって
くれることを期待します。
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１．本事業の目的・概要について
本事業では、平成 26 年度は医療・介護連携型の

「認知症患者に寄り添う中核的鍼灸専門人材の育成」
を目的とした認知症専門鍼灸師育成のための『認知
症患者対応型モデル教材』の開発を行った。平成 27
年度は認知症専門鍼灸師を大々的に育成することを
目的として、引き続き本モデル教材の IT 化をはかる
こととし、特に実技系（実地研修系）の動画を活用し
た認知症専門鍼灸師のスキルアップ、キャリアアッ
プを多面的に支援する学習支援環境の整備をはかる
こととした。

［養成する人材像］
・多職種医療連携のもとで認知症の予防と改善に貢

献することができる鍼灸専門人材
・鍼灸医学が得意としている全人的・総合的な角度

から認知症の人をしっかりとサポートできる鍼灸
専門人材

・認知症の人およびそのご家族、介護者をしっかり
と支えることができる鍼灸専門人材

２．本事業の実施意義や必要性について
2015 年 1 月 7 日に厚生労働省は、認知症の人は

2025 年には 675 万～730 万人に達するとの推計値を
発表している。これは約 10 年で 1,5 倍にも増える推
計値である。

【自治体からの期待－「認知症の人に対する今後の鍼
灸治療への期待」】

平成 26 年度に我々が行った全国 1741 市区町村に
対する認知症対策アンケート調査結果では、今後の
認知症対策における鍼灸に対する期待度については

「大変期待する」が 4％、「期待する」が 43％、「あま
り期待しない」が 38％、「期待しない」が 10％であり、
約 50％の自治体が今後の認知症対策における鍼灸治
療に期待をよせていることがわかった。

【文部科学省委託事業審査委員からの評価と期待】
また、本事業で養成する鍼灸専門人材の有意性と

して、文部科学省委託事業の審査委員の方々からは

「認知症の当事者だけでなく、ご家族や介護者などへ
の支援という目配りを重視しながら、地域包括ケア
システムの中で鍼灸専門人材であるがゆえの特性を
活かしつつ、認知症の人やご家族のニーズを引き出
してサポートを行ったり、実質的なカウンセラーの
役割を担うなど、プライマリーケアを支援する鍼灸
専門人材として多方面・多角的な役割が期待され
る」といった評価と期待の声が寄せられている。

３．平成 27 年度事業の実施内容
（１）平成 26 年度に開発した西洋医学系・鍼灸医学

系・介護福祉系 3 分野連携による認知症対応型モ
デル教材の IT 化（DVD 化）

【目的】モデル教材の実技系（実習系）内容を IT 化
し、学習支援環境の充実をはかる

【規模】西洋医学系・鍼灸医学系・介護福祉系 3 分
野で合計３時間の DVD 教材を制作（500 枚）

【実施方法】シナリオ構成、原稿・解説を作成し、外
部業者に撮影、映像カット編集、プレスを依頼

【概要】平成 26 年度に開発したモデル教材の実技
系（実習系）内容を IT 化することにより、モデル
教材と連動させて多面的にスキルアップ、キャリ
アアップをはかりやすい学習支援環境を整えるこ
ととした。DVD 学習（3 時間相当）の効果を上げる
ために DVD 教材用テキスト（70 頁）も作成し、成
果報告書の第 5 章で紹介した。平成 28 年度からは
e ラーニング等のシステムを活用して DVD 等の
学習支援環境を整え、受講生の大幅な拡大をはか
り認定制度による人材育成に繋げていく。

（２）鍼灸教育機関における認知症教育に関する卒
前、卒後教育の実態調査、ニーズ調査

【目的】認知症専門鍼灸師育成にあたっての潜在的
人的資源に対する調査

【規模】全国の鍼灸教育機関（大学、専門学校）101 校
【手法】アンケート用紙配布
【実施方法】調査分科会でアンケート調査票を作成

平成 27 年度文部科学省委託事業の総括と今後の方針
～成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進事業～

一般社団法人老人病研究会常務理事
学校法人後藤学園中医学研究所所長　兵頭　明



し、封入・発送・回収・集計分析を行った（回収 50
校、有効回収率 49,5％）

【調査結果の概要】
・認知症に関する現状の授業時間は、6 時間以上が

30％、3～5 時間が 22％、3 時間未満が 48％であ
った。約 50％が 3 時間未満であり、卒前教育での
時間数が少ない事がわかった。

・認知症に特化した教材・動画教材に対する要望
としては、症例や具体例の必要性、認知症につい
てまとめた DVD 教材の要望が多数見られた。

【調査結果の反映】
・平成 27 年度の事業成果物（DVD 教材）では認知

症の人に対する鍼治療技術の標準化を目的に、
鍼操作法の具体的な方法について動画化した。

・西洋医学系・鍼灸医学系・介護福祉系 3 分野連
携により認知症についてまとめた DVD 教材を
開発した。

・アルツハイマー型認知症の人に対する 1 日の生
活の中での認知症緩和ケアの実際を動画化し、
具体的な対応法を紹介した。

（３）YouTube 実証講座の実施による試作 IT 教材ア
ンケート調査

【目的】試用 IT 教材（平成 26 年度第 1 回実証講座
の記録用画像データを実証分科会で編集）を使っ
て YouTube 実証講座を実施し、理解度評価と課題
抽出を行った。

【対象】卒前学生 29 名、卒後有資格者 41 名
【概要】12 月 21 日～1 月 11 日（22 日間）まで
YouTube を使って受講希望者に受講のための動
画データの URL、アンケート調査フォーム URL
を知らせ、西洋医学系講座（8 講座）、鍼灸医学系講
座（12 講座）、介護福祉系講座（10 講座）を動画配
信し実証講座を実施した。

【実証講座の調査結果】
・理解度評価については、教室での受講（平成 26

年度第 1 回実証講座）と今回の YouTube による
受講とでは理解度に大差はなかった。座学形式
の授業については今後の動画配信による授業で
も代替できることがわかった。

・課題としては、動画配信について撮影や録音の
不備、配慮不足や編集不足などを指摘する意見
や要望があった。

【調査結果の反映】
・今年度開発した DVD 教材については外部業者

に撮影、映像カット編集を依頼したので、上記の
課題はクリアできた。

４．事業終了後の方針について（成果の活用、継続性、
発展性等）

（１）事業成果の普及
①成果報告書＆事業成果物『認知症対応型 DVD 教

材』の発送
【規模】200 セット
【手法】鍼灸教育関係機関 100 校、東京都等市区町

村の社会福祉協議会（100 機関）への郵送配布
②成果報告書＆事業成果物『認知症対応型 DVD 教

材』のデータ公開
【手法】HP 上での成果報告書の公開、DVD 教材デ

ータの e ラーニング等での公開
（２）事業成果の活用

①実施校及び連携校の平成 28 年度からの正規課
程に試行導入（例：認知症と鍼灸 32 時間）

② 平成 26 年度に開発した事業成果物『認知症患
者対応型モデル教材』簡易版を制作し、今年度開
発した DVD 教材とともに全国の希望する鍼灸
教育機関に対して卒前教育用教材として提供す
る。

③卒前教育で認知症について殆ど学んでいない有
資格者向けに「学び直し支援」として短期プログ
ラム化し、平成 28 年度から医療・介護・鍼灸 3
分野連携による認定制度講座を開催し、医療・
介護・鍼灸 3 分野連携による認知症認定鍼灸師
の認定制度を推進する。

④ 全国の鍼灸学校の教員を対象に認知症対応
型モデル教材及び DVD 教材を用いて、毎年「教
員のための認知症講座」を継続的に開催し、各学
校における「高齢者医療、認知症」に対する卒
前・卒後教育の連動と教育の充実化を促す。

（３）本事業の継続性、発展性
①本事業の成果を活用しながら本事業を継続的に

推進するとともに、多職種との相互理解を深め、
多職種との協働体制を作りながら、新しい認知
症支援人材の１つとして認知症専門鍼灸師を大
いに育成する。

②本事業を継続的に推進しながら、多くの地域や

17●
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自治体および医療機関、高齢者施設等との緊密
な連携を創出することができれば、認知症専門
鍼灸師は新しい認知症支援人材の１つとして大
いに活躍することができ、一定の社会的貢献を
果たすことが期待される。

③本事業によって育成される中核的鍼灸専門人材
は、「健康寿命延伸の実現」といった日本の喫緊
の課題に対しても、漢方医学と同様に鍼灸医学
が得意としている予防医療の角度から一定の社
会的貢献を果たすことが大いに期待される。ま
た全人的・総合的な角度からのサポートを行う
ことにより、「ご高齢者の心と体に優しいエコ医
療」の提供に繋がる可能性も大いに期待される。

【事業成果物公開 URL】
①平成 26 年度文部科学省委託事業・成果報告書

URL：
http://old.gto.ac.jp/tc_med/mki/seikahoukoku1.pdf
②平成 27 年度文部科学省委託事業・成果報告書

URL：
http://old.gto.ac.jp/tc_med/mki/seikahoukokuH27_
1.pdf
③認知症患者対応型モデル教材

URL：
http://old.gto.ac.jp/tc_med/mki/modeltext1.php
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遡ること八年前の 2008 年秋と記憶していますが、当
研究会理事グスタフ氏から愉快な仲間達と新宿で会
うので参加しないかと声を掛けられたことがありま
す。ごった返す新宿駅での待ち合わせ場所に、男性ば
かりの中に一人の女性、金恩京さんがいました。彼女
は 2007 年から川並先生が主導してきた“認知症街ぐる
み支援ネットワーク”運動で参画しており、親密感を覚
えました。

その後、2009 年 4 月初旬教授退任直後に金さんの紹
介で川並先生と出会ったとき、中国で高齢者事業を立
ち上げようとの話で盛り上がり、以後定期的に川並、
金、惣道、私の 4 名が神保町の惣道建築事務所で“Sodo’s
bar”を開きお互いに今後の展開に向け意見を交わし、
日本でのファイナンスを取得しようと動きましたが、
具体化には至りませんでした。

当時の日本の経済状況はバブルが弾けた後遺症で
苦しんでいた時期でしたので今にして思えば無謀な
チャレンジでした。

しかし、この運動で出会った方のお陰で私が顧問で
関わっている舞浜倶楽部が全国紙に大きく掲載され、
また、川並、グスタフ両氏との繋がりで当研究会が舞
浜倶楽部に専門医を派遣し、認知症の確定診断をする
業務提携が実現したように思わぬ副次効果がありま
した。

人との関わりこそが何かを生む宝物である一つの
証になったのです。

同氏は 2010 年 3 月末をもって日本医大を離れるこ
とを決意し、広い人間関係をお持ちの兵頭常務理事に
相談したところ、すぐに北海道日高で休業中のホテル
を利用したデイサービスを紹介してくれました。

そのホテルオーナーは中国に関係が深く、また高齢
者介護事業であり、すぐに北海道に赴任しました。

黒字化を達成する為にスタッフとの綿密な打合せ

と動機付け、信頼関係構築に加え水光熱費等運営コス
トが多大なホテルから職員寮を改造し事業所を移動
するなどコスト削減などで半年足らずで実現しまし
た。

ホテルオーナーはその手腕を評価し北京市内の日
本人向けのホテルタワー経営の立て直しを依頼しま
した。

同氏はその要請を受け、同年 10 月、北京に赴任しオ
ーナーの右腕として再建作業に取り掛かりながら、そ
の傍らで高齢者事業推進を図ってきました。

このホテル黒字化にも様々な障害を一歩一歩乗り
越える地道な作業をこなして実現させました。こうし
た努力で医師金先生に加え経営者金恩京氏として認
識されるようになりました。

また、このホテル再建作業で出会った中国人たちと
知り合えたことが大きな宝となり、この度の事業成立
の大きな柱になっております。

現場を知り経営ノウハウを身につけ、尚且つ医療の
専門家である金先生のような人はいません。認知症ケ
ア、看取りケアにとって大きな利点になります。

ホテルの建て直しが一段落した 2013 年 3 月に北京
康語軒老年公寓投資管理有限公司を設立し、本格的な
事業展開を図り始めました。

金さんは中国の高齢者介護、特に長命化に伴う認知
症ケア、ターミナルステージでの看取りケアは避けて
通れない深刻な課題として今から取り組む必要があ
ると確信し、行政、投資家、人材発掘、北京大学等の
教育機関等に粘り強く働きかけ、この度のプロジェク
トになりました。

中国全体の問題、課題として高齢者対策を取り上げ
ているので行政側の中には良質な運営者を求める行
政官がいて、彼らにとって待ち望んでいた稀有な人が
金さんでした。

中国高齢者介護事業
老人病研究会　参与　金恩京先生のチャレンジ

一般社団法人老人病研究会常務理事
NPO コミュニティ･ケア･ネットワーク 廉隅　紀明



20 ●

以上の環境も追い風となり、設立 3 年で実績のない康
語軒が浮上したのですが、そこには金恩京氏に対する
李欣郷書記の深い信頼感がこの度のプロジェクトを
成立させた大きな原動力となっております。

また、北京市朝陽区の孫河郷政府が建築費を負担し、
康語軒が低廉な家賃を払う形になったのもより早く
事業化を促進しました。

康語軒は内装部分、家具類等の資金を調達する為に
複数の投資家に声をかけ結果 2 ヶ所から受け入れる
判断をし、内装設計料、運営ソフトウエア導入費、教
育費、人件費、募集費等に充てる事としました。設計
に当たっては、豊富な経験を持つ惣道一級建築士が指
導し、舞浜倶楽部のグスタフ社長、佐藤常務と私が運
営ソフトを提供しました。

2008 年からの構想が、漸くこの 11 月に形になりま
す。まさに 0 の段階からの道程でした。人との関係を
大切にする金さんの行動力と忍耐力の賜物です。

舞浜倶楽部に中国から数多くの視察団が来ますが、
その多くが運営を日本側に委ねたいと言われます。

文化、歴史、伝統が異なる若者が中国の高齢者と共
に手を携えて生活を共にする施設には求心力は生ま
れません。高齢者施設は施設とはいえ生活の場であり、
一つの共同体－コミュニティです。

高齢者施設の性格上異文化の交じり合いを咀嚼す
るには圧倒的に時間が足りません。ですから、運営者
も中国文化、伝統を十二分に理解する人でなければな
りません。

従来の高齢者介護施設の多くは数百の戸数を誇る
豪華な外観ですが介護のソフトはありません。しかし、
これでは高齢者が安心した生活を送ることなど出来
ません。ましてや、認知症発症したとき、看取り段階
になったとき施設は何も出来ない事になります。入居
者に、或いは家族にとって施設で生活する意味、意義
はありません。

高齢化社会から高齢社会にわずか 25 年しか掛から
なかった日本以上に急激な高齢化が中国であり、また
絶対数が日本の比ではないという数字が高齢者問題
の深刻さを表しています。

しかるに、その重要性は認識するものの“介護”議論、理
念に肉薄する、或いは試みる高齢者介護事業者や介護
スタッフは見受けられません。

約 2.2 億人が 60 歳以上、約 1.4 億人が 65 歳以上高齢
者である中国が抱える高齢者介護、特に要介護状態が
出現する後期高齢者への介護アプローチが待ち望ま
れているはずです。特に、上海初め沿海部都市での高
齢化が顕著であり、介護問題への解答が急がれていま
す。

振り返りますと、私が新宿で金さんと出会ったのが
きっかけで中国が近くなりました。この間には多くの
方々との出会いがありました。お陰さまで、私がこう
して関われたのも関係各位との繋がりがあって成立
しました。

アメリカ先住民の言葉に「人はこの世に泣き声を上
げ誕生し周りは笑顔で迎える。そして、笑顔で別れを
告げこの世を去り、周りは泣く」があります。
豊かな自然の中で培われたネイティブアメリカンの
深くて豊かな人間愛が伝わります。
康語軒に集う高齢者とスタッフでこうした人間愛が
溢れるコミュニティが北京の一隅で誕生するよう心
より祈っております。

金恩京氏略歴

1990 年　中国遼寧医学院医学部卒　中国国家医師免許取得

2003 年　医学博士号取得（日本医科大学）

2005 年　米国ハーバード大学医学部

2008 年　日本医科大学老人病研究所

2010 年　北京龍頭房地産開発有限公司

2013 年　北京康語軒老年公寓投資管理有限公司
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はじめに
私たち一般社団法人老人病研究会は、過去 7 年間

に認知症 Gold-QPD 育成講座を 7 回開催し、今や 120
名を越える Gold-QPD 鍼灸師が全国で活躍中です。
直近 2 年間は学校法人後藤学園・中医学研究所の兵
頭明所長（当法人常務理事）を中心に、(株)舞浜倶楽
部のグスタフ社長と廉隅紀明顧問（当法人常務理事）
と共に、文科省委託事業として認知症多職種連携教
材（教科書と DVD）を作成しました。認知症多職種
連携教材の作成は、文科省としても初めての試みで
あるため将来が大層期待されています。　　

この結果を踏まえると、次は「作成教材を認知症高
齢社会で如何に応用してもらうか」でしょう。折しも
世界中の大学で教育革命が起こりつつあります。か
つ て の e-learning の 欠 点 を 補 う MOOC(massive
open online course)というオンライン教育が出現し、
自主学習講座として能率的、斬新的しかも野心的で
す。この方法を Gold-QPD に応用してみたいと期待
します。冷静に判断し果たして、「Gold-QPD・MOOC
の実現は可能か否か」、この提言の課題はそこに絞ら
れます。

認知症 Gold-QPD 育成講座と MOOC との取り合わ
せ

〔I〕MOOC（massive open online course）とは何か？
MOOC は有料配信するだけの e-learning と違

い、契約すれば誰でも大学の講義動画を一定期間
（通常 4 週間）無料で online 受信できます。期間中、
頻繁に online テストを実施し、講座内容の理解度
を高める仕組みになっています。また、反転授業と
称し対面教育の時間を設け、受講生と講師の間で
質疑応答し徹底討論を行います。そうすることで、
学習効果が上がると共に、実社会で柔軟に対応で
きる知識と技術を習得出来ることになるのです。

この MOOC 教育の価値を認め文科省は、半官半
民・中央集権型の JMOOC を設立し、普及と実践
活動を開始しました。講座の編成その他インフラ
作りや online へのアップなどを手伝いながら、そ
の管理運営を行うプラットフォーム（JMOOC）を

設立したのです。
一方、アメリカを中心（edX, coursera, Udacity

など）に、わが国でも gacco など産学共同プラット
フォームが作られ、無料の MOOC 授業が提供され
つつあります。モンゴルの片田舎で 13 歳の少年が
MOOC を学習し、好成績で MIT に招聘された話
題なども有名です。

〔II〕Gold-QPD・MOOC（private 版）を創設しては
どうでしょうか？

一般社団法人老人病研究会の Gold-QPD 育成講
座は、本格的な JMOOC のプラットフォームに参
入するには、資金と時間の面で負担が大きすぎる
ように思われます。しかし、online 教育の基礎ソフ
ト部分と反転授業は、従来の講座と実技に多少の
工夫を加えればよいことになります。受講生に十
分な自主学習時間を提供でき、事務の手続き運営
も便利になります。つまり本格的 MOOC に参入す
る前に、身の丈に合った自家製プラットフォーム
を運営してはどうか、と考えているのです。その背
景には、
１）社団は 7 年間に及ぶ Gold-QPD 育成講座の運

営実績があり、
２）文科省委託事業で作成した教科書と DVD を

online course の教材として応用できる。
（一般論として、通常は動画に集中できる時間

は 10 分が限度といわれる。MOOC は講義内容
をほぼ 10 分ごとに分割し online test を行い内
容の修得度を確認ながら進行する。）

３）当面 Gold-QPD の医学・鍼灸・介護（3 部門）の
講義と実技の内容に合わせテスト問題を提示し
回答してもらう。反転授業ではその解説・質疑
応答・技術の標準化トレーニングを徹底実践す
る時間をとることが出来る。

４）認知症公開講座セミナーを含むブロンズコー
ス、さらにシルバーとゴールドコースをいわゆ
る反転授業・対面トレーニング授業として応用
する。

＊反転授業（flipped classroom, reverse teaching）
の成功には、一般に

Gold-QPD に MOOC 様式の教育は可能か

一般社団法人　老人病研究会会長　川並　汪一
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①自宅学習において、必要となる予備知識をしっ
かり習得していることが必須である。

②反転授業のときは、原則として online と同じ講
義はしない。その代り質疑応答、討論や技術トレ
ーニングの時間を設ける。

このような趣旨で、Gold-QPD・MOOC のト
ライアル版を早速煮詰めてゆきたいと思いま
す。私の発っての依頼で中間理事がその内容を
踏まえたお試し Gold-QPD・MOOC 版を作成し
てくれました。このプロトタイプを順次修正加
筆してゆきたいと思います。
この新事業については、理事諸氏と意見交換を

始めてゆきたいと考えています。
〔III〕MOOC の課題と展望

MOOC の一般的な課題
１）ビジネスとして成り立つのか？
Coursera や edX のような MOOC サービスは、IT
系サービス企業の考え方に近い。

例）修了認定証を有料で発行する。
（Gold-QPD 育成講座では、授業料を納付した受

講者に限り DVD と教科書を配布する。）
例）参加大学から、システム利用料をもらう。

２）MOOC 授業は学習効果が低いか？
瀧口範子さんのコラム（日経 PC オンライン）

MOOC のコースの修了率は 10%以下。
企業が MOOC から人材を紹介してもらう、ジョ

ブマッチングを行うことが出来る。
企業が人材育成プログラムの一環として、

MOOC を利用する。
MOOC の将来展望
朝日国際教育フォーラム「オープン・エデュケー

ションと知の革命」
MOOC について、（2014 年 3 月 29 日開催）動画が

YouTube に公開された。
https://www.youtube.com/playlist?list=PL4pW05uB
xfmGgKSefgpfhDU4kbAPAvT-0
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1.　市民公開講座の開催
（1）＝日本医科大学武蔵小杉病院共催事業として開

催する＝
①日時：平成 28 年 4 月 23 日（土）14：00～15：00

（開場 13：30）
場所：日本医科大学武蔵小杉病院 南館 2 階　講堂
テーマ：「認知症の診断は進歩したのに治せない

のか ～ならば家族・社会ができること～」
講師：日本医科大学武蔵小杉病院　三品 雅洋　神

経内科部長
会費：無料、定員 100 名

②日時：平成 28 年 6 月 18 日（土）　14：00～15：00
（開場 13：30）
場所：日本医科大学武蔵小杉病院 南館 2 階　講堂
テーマ：「もう頭痛で悩まない」
講師：日本医科大学武蔵小杉病院　喜多村 孝幸

脳神経外科部長 
③日時：平成 28 年 8 月 13 日（土）14：00～15：00
（開場 13：30）
場所：日本医科大学武蔵小杉病院 南館 2 階 講堂
テーマ：「息切れ・咳・むくみ・だるさそれは心不全

かもしれません～心不全早期発見の重要性～」
講師：日本医科大学武蔵小杉病院 南館 2 階講堂

④日時：平成 28 年 10 月 22 日（土）14：00～15：00
（開場 13：30）
場所：日本医科大学武蔵小杉病院 南館 2 階　講堂
テーマ：「白内障」
講師 ： 日本医科大学武蔵小杉病院　鈴木 久晴

眼科部長 
⑤日時：平成 28 年 12 月 3 日（土）14：00～15：00

（開場 13：30）
場所：日本医科大学武蔵小杉病院 南館 2 階　講堂
テーマ：「まぶたの加齢・若いころのように開け

られますか」
講師：日本医科大学武蔵小杉病院　村上 正洋　形

成外科部長 
⑥日時：平成 29 年 2 月 18 日（土）14:00～15：00（開

場 13：30）
場所：日本医科大学武蔵小杉病院 南館 2 階　講堂
テーマ：「認知症にならないために なっても安心

生活するために」

講師：日本医科大学武蔵小杉病院　北村　伸　認
知症センターセンター部長 

（2）東西融合医療セミナー： 新宿漢方クリニック共
催事業として開催する

①日時：平成 28 年 6 月 26 日（日)　10：00～12：00
場所：新宿漢方クリニック（〒160-0022 東京都新

宿区新宿 1-29-8 公衛ビル 3F）
テーマ ： 胃痛、下痢、便秘など消化器の不調に漢

方と鍼灸
②日時：平成 28 年 9 月 25 日（日)　10：00～12：00

場所：新宿漢方クリニック（〒160-0022 東京都新
宿区新宿 1-29-8 公衛ビル 3F）

テーマ：認知症と老化を抑える健康長寿に漢方と
鍼灸

③日時：平成 28 年 12 月 18 日（日)　10：00～12：00
場所：新宿漢方クリニック（〒160-0022 東京都新

宿区新宿 1-29-8 公衛ビル 3F）
テーマ：お年寄りの悩み（老年症候群）の解決に漢

方と鍼灸

２. 一般有料公開講座（認知症 Gold-QPD 育成講座
同日開催）
日  時：平成 28 年 10 月 8 日（土）
場  所：日本医科大学 同窓会館
講  師：韓 景献 教授、兵頭 明常務理事
テーマ：「 認知症と高齢者の鍼灸治療」
定  員：100 名
募集対象者：医師、鍼灸師、看護師、介護士、医療

福祉介護等関係学生
会 費 ：3,000 円（会員、G.Q 受講生無料、医療関係

学生は 1,000 円）

３．第 8 回認知症 Gold-QPD 育成講座の開催
《ブロンズコース》（基礎編：鍼灸師＋医師を対象と

する）
日　時：平成 28 年 10 月 8 日（土）

平成 28 年 10 月 9 日（日）2 日間
場　所：日本医科大学 同窓会館
募集定員：30 名
受講料：60,000 円

平成 28 年度事業計画
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《シルバーコース》（実習編）
日   時 ： 平成 28 年 11 月 26 日（土）

平成 28 年 11 月 27 日（日）2 日間  
場   所 ： (株)舞浜倶楽部、東京衛生学園専門学校                
募集定員： 30 名
受 講 料： 40,000 円

４．街ぐるみ認知症相談センター支援事業
①認知症市民公開講座支援

平成 29 年 3 月   日（ ）未定
②街ぐるみ認知症相談センターへの業務支援

事務業務支援　　毎週　4 日間
③地域活動における支援

地域でのイベントに参加し、認知症啓発活動
を行う。

５.  書籍販売
①「加齢と神経内科の病気の話」   販売 30 冊

６．ホームページによる情報発信
・本会の実施事業等活動状況を公開
・本会の収支決算報告書の公開
・本会の年間事業計画の公開

７．本会 年報発行
2016 年度版（第 38 号）の発行

（1） ホームページの主要記事より転載を主たる内容
とする。
（2）事業報告と計画
（3）論考と提言 、トピックス 等。

８．認知症 Gold-QPD 専門鍼灸師の紹介検索サイト
のバージョンアップ

・認知度評価スケールの提示；お試しスケール測定
について

・スケールに応じた本人と家族の対応法；Gold-

QPD 鍼灸師の紹介サイトへ導く
・全国版認知症 Gold-QPD 鍼灸師リストの公開　

（1） Gold-QPD 修了者グループ
（2） Gold-QPD 資格認定鍼灸師グループ

（3） Gold-QPD 鍼灸師リーダーグループ
（兵頭明、渡辺明春、齋藤隆裕、植松秀彰、河原
保裕、高士将典）

Additional memorandum;
・Gold-QPD 育成講座への勧誘と Gold-QPD 修了

者への将来展望メモ（兵頭常務理事）

９．Medical Acupuncture Text (Medical Acup Text)
読みやすい一般向け読本を準備する（昨年度予定

した Medical Acup Text の延長課題
超高齢社会における老年症候群の対処法として東

西融合医療の観点からまとめる。
1）老年症候群の症例を日本医科大学病院の臨床各科

よりに提供していただく。
2）それらの症例を参考として、東洋医学的にどのよ

うに補完対応するかを対照的にまとめる。
中医学側の著者には、臨床科別の症例に対応す

る処置法ではなく、症状（証）に対する対処法、たと
えば泌尿器科の尿失禁、頻尿、疲労など症候群とし
ての症状（証）に対する対処法を記載する。

3）漢方領域で報告を依頼する先生方は、ほぼ想定で
きる状況にある。

4）鍼灸側で依頼する先生方については兵頭常務理事
にアドバイスをお願いしたい。

5）韓景献教授から、この趣旨に対して特別寄稿文受
領済（中国における中西結合医療について記載し
てくれたものと思います（現在金恩京先生が翻訳
中））。

6）企画出版法については、中間理事に依頼済。

10． 康語軒との共同事業の計画について



11.　緊急のお知らせ

平成 28 年度認知症 Gold-QPD 育成講座の日程が
決まりました。

募集は先着順 60 名で、対象は鍼灸師と医師です。
今年度は新しい方法で開講するので、その特徴を

以下に示します。
1）Gold-QPD・MOOC 様式（年報 38 号記事参照）の

教育講座となります。
2）手続きの後、応募者は文科省委託事業により開発

した教科書と DVD を取得します。
3）教科書と DVD を使い自宅学習をお願いします。
4）10 月 8 日ブロンズコースの冒頭で自宅学習の成果

を問うテストとその解説を実施します。
5）従来型の講義は最小限に留め、教科書と DVD 内容

に関するポイント解説、質疑応答が中心となります。
6）認知症公開講座セミナーは 2 部の基調講演からな

ります。

①筑波大学精神科教授：水上勝義教授
②韓景献教授：三焦鍼法講演と実技デモ

7）11 月 26 日、27 日シルバーコースで介護現場の体
験と三焦鍼法の標準手技をマスターします。
合計 4 日間の西洋医学、鍼灸手技、介護の特別トレ

ーニングプログラムとなります。
MD-Acup Course の併設

今年度は医師の応募数に応じ講習会（MD-Acup
course）を並行して開催する予定です。

鍼施術の初歩特訓からはじめる特別プログラムを
別枠で準備中です。

初心者でも将来に備えて体験されることを強くお
奨めします。

詳細は一般社団法人老人病研究会事務局ないし川
並会長 kawanami@nms.ac.jp にお尋ねください。

25●

ブロンズコース並びにシルバーコースの日程は次

ページに掲載しています。
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会　　長 川並　汪一

常務理事 北村　　伸

常務理事 兵頭　　明

常務理事 廉隅　紀明

理　　事 佐藤　貞夫

理　　事 黒川　　顯

理　　事 中西  憲幸

理　　事 若林 庸道

理　　事 グスタフ・ストランデル

理　　事 玉木　厚子

理　　事 湧口　泰昌

理　　事 千代　勝彦

理　　事 本田　啓二郎

理　　事 野村　　進

理　　事 直江　　登

理　　事 大庭　建三

理　　事 中間　　優

監　　事 石橋　榮次

監　　事 上田　　淳

顧　　問 赫　　彰郎

顧　　問 田尻　　孝

顧　　問 淺野　伍朗

顧　　問 漆原　彰

顧　　問 髙橋　章

参　　与 金 恩京

顧問非会員 渥美　和彦

顧問非会員 韓　　景献

顧問非会員 張　　允嶺

一般社団法人老人病研究会　会員名簿
（平成 28 年 6 月 2 日現在）

役　員

相 本 　 隆 幸

青木　見佳子

厚 見 　 昌 平

安 室 　 尚 樹

有 賀 　 　 広

石 渡 　 明 子

猪 口 　 正 孝

今 村 　 道 子

恵 畑 　 欣 一

遠 藤 　 正 達

遠 藤 　 一 郎

大 國 　 壽 士

大 島 美 恵 子

大 関 　 一 郎

太 田 　 成 男

大 林 　 完 二

大 山 　 義 之

緒 方 　 庸 男

勝 又 　 忠 臣

金 原 　 和 也

河 村 　 良 一

木 村 　 敦 子

木 村 　 一 昭

北 島 　 　 学

久 我 　 正 文

國 島 　 友 之

國 島 　 智 子

國 島 　 広 之

黒 川 　 胤 臣

隈 崎 　 達 夫

熊 澤 清 之 助

小 泉 信 一 郎

越 野 　 立 夫

小 林 　 敏 郎

小 渕 　 善 夫

酒 巻 　 　 久

櫻 井 　 正 朝

佐 藤 　 幸 夫

佐 藤 　 光 男

島 津 　 壽 秀

清 水 　 　 勤

下 山 　 延 子

鐘 　 　 良 辰

鈴 木  克 行

鈴 木 　 猛 冊

関 谷 　 政 雄

惣 道 　 和 昭

園 田 　 紀 夫

高 野 　 照 夫

高 橋 　 　 弘

高 橋 　 睦 美

武 内 　 　 寛

田 中 　 豊 治

池 田   泰 道

筑 後 智 恵 子

富 山 　 秀 一

中 川 　 良 雄

中 島 　 一 巳

中 　 　 秀 行

西 根 　 　 晃

西 　 　 昌 臣

野 口 　 雄 一

野 崎 　 琢 史

野 村 　 俊 明

初 鹿 野 誠 彦

橋 本 　 　 清

橋 本 　 英 洋

服 部 　 隆 志

出 川 　 寿 一   

花 村 　 裕 之

羽 生 　 　 仁

早 川 　 弘 一

原 　 フ ミ 子

人 見 光 太 郎

深 瀬 　 富 男

福 生 　 吉 裕

福 永 　 慶 隆

南 　 　 順 文

宮 川 　 弘 一

向 井 　 康 祐

武 藤 三 千 代

村 田 　 俊 雄

村 田 ヒ フ ミ

安 田 　 達 朗

山 川 　 達 郎

山 下 　 精 彦

山 本 　 泰 一

吉 松 　 信 彦

依 田 　 安 代

若 林 　 　 完

若 林 久 美 子

若 林 　 　 元

若 林 　 　 潤

和 田 　 桓 夫

渡 辺 　 　 茂

綿 引 　 義 城

綿 引 　 義 師

特別 エーザイ株式会社
賛助 浦安中央病院
賛助 (医)大宮中央総合病院
賛助 (社)有隣厚生会 富士病院
賛助 (株)リコー
賛助 セイリン株式会社

賛助 日本シルクバイオ研究所
団体 勝楽堂病院
団体 神栖済生会病院
団体 医療法人清真会レイクひぬま
団体 （株）京浜予防医学研究所
団体 （株）医大サービス

団体 国島医院
団体 （社福）和楽会
団体 福）照陽会 陽だまりの園
団体 （公益社団法人）川崎市病院協会
団体 特定非営利活動法人 まちの灯
団体 クレヨンソフト㈱

個人会員

特別・賛助・団体会員
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表紙題字：石川正臣先生（1891～1987）。学校法人日本医科大学理事長・学長、社団法人
老人病研究会第 2 代会長（1974～1986）。1954 年に緒方知三郎が開設した社団法人老人病
研究会の附属老人病研究所を 1968 年に日本医科大学に移管し、所長を務めた。

平成 27 年度では、市民公開講座“健康の集い”は、
高齢者に視点を置いた救命救急医療と眼疾患の２
回開催できた。平成２８年度では、日本医科大学武
蔵小杉病院毎月１回の公開講座のうち、高齢者関連
の６回のテーマについてと老人病研究会が共催す
ることとなりました。場所も武蔵小杉キャンパス南
館講堂（200 名収容）で開催することとなり、武蔵
小杉病院が主催の下半期では、毎月の聴衆は 30 名
程度ででした。本年 4 月の認知症のテーマでは、広
報活動の支援により、193 名の聴衆となった。順次
HP で報告することとなります。

G-QPD 関連では、平成 26 年度では 9 名の受講生で
あったが、平成 27 年度では、31 名の受講生が、北
海道から九州まで多くの受講生が集まり、活気を呈
しました。本年度の受講生募集で若いスタッフが
IT 技術を活用して準備を進めています。
本年度も更なる事業活動の発展に努力してゆきま
す。

今後とも、会員各位および関係団体様のご支援と
ご鞭撻のほど、お願い申し上げます。

事務局　年報編纂担当　湧口泰昌
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代表　廉隅　紀明
千葉研究室 千葉県浦安市弁天 1-7-12　TEL 047-720-4500
本　　　部 東京都大田区上池台　5-7-22-101TEL 090-2643-4373

e-mail :　kadosumi@gmail.com










